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調
布
市
自
治
会
連
合
協
議
会

会
長
大
久
保
正
二

ぬ
く
も
り
の
心
が
、
熟
き
心
に
！

三
月
十
一
日
午
後
、
未
曽
有
の
大
震
災
が
日

本
を
襲
っ
た
。
M
9
の
大
地
寵
と
大
津
波
は
、
東
日
本
沿
岸
部
全
て
を

呑
み
込
み
、
破
壊
し
尽
く
し
ま
し
た
。
こ
の
惨
状
は
、
全
国
民
は
も
と

よ
り
全
世
界
の
人
々
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
報
道
さ
れ
、
茫
然
自
失
し
た

人
々
の
姿
が
克
明
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
直
後
に
開
か
れ
た
私
共
役
員
会
で
、
こ
の
非
常
事
態
に
「
被

災
者
を
何
と
か
救
接
し
た
い
ー
」
と
の
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
救
援

募
金
を
早
急
に
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
急
遽
、
加
盟
全
自
治
会
長

さ
ん
宛
に
趣
意
書
を
送
り
、
四
月
末
日
に
は
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

約
千
三
百
万
円
と
言
う
驚
異
的
な
数
字
は
、
私
達
が
予
測
し
た

金
額
を
は
る
か
に
上
回
り
、
協
力
を
戴
い
た
各
自
治
会
の
役
員
・
会

員
の
皆
様
の
心
の
や
さ
し
さ
、
温
か
さ
に
感
動
し
、
私
は
目
頭
を
熱
く

し
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
う
だ
け
で
は
言
い
尽
く
せ
ま
せ
ん
。

心
か
ら
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

…・二三着攫亀凍￥－13，033，400

社協の取り組み

三
月
二
十
三
日
、
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
内
の
避
難
所
に
「
被
災
者

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
開
所
。
調
布
社
協
に
関
係
す
る

企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
地
域
の
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の

も
と
、
ピ
ー
ク
時
に
は
、
百
八
十
人
を
超
え
る
被
災
者
の
避
難
生
活

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
約
二
千
九
百
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仮
登
録

が
あ
り
、
そ
の
経
過
は
N
H
K
で
放
映
さ
れ
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

自
治
会
の
皆
様
に
は
、
炊
き
出
し
や
義
援
金
の
取
り
ま
と
め
な

ど
に
ご
協
力
を
戴
き
、
誠
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

避
難
所
は
、
五
月
二
十
二
日
に
閉
鎖
と
な
り
、
被
災
者
の
皆
さ
ん

は
各
地
域
で
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
地

域
で
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
次
の
サ
イ
ト
で
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご
案
内
下
さ
い
。

調布市被災者支援ボランティアセンター
http：／／Chofu．vc

温
か
い
豚
汁
が
教
え
て
く
れ
た
早
急
な
防
災
対
策
へ
の
取
組
み

飛
田
給
自
治
会

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
早
く
も
四
ケ
月
以

上
の
月
日
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
三
月
十
一
日
は
決
し

て
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
震
災
と
し
て
、
日
本
史

に
大
き
く
刻
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、

地
震
に
は
あ
ま
り
実
感
の
な
い
中
で
生
活
し
て
来
ま

し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
を
目
で
見
、
体
で
感
じ
て
、

防
災
対
策
の
重
要
性
を
、
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

私
た
ち
飛
田
給
自
治
会
で
は
、
東
京
都
が
福
島

第
一
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
民
の
方
々
を
味
の
素
ス

タ
ジ
ア
ム
へ
の
受
け
入
れ
を
決
め
た
事
を
受
け
、
「
自

治
会
と
し
て
手
助
け
を
し
よ
う
！
」
と
役
員
よ
り

声
が
上
が
り
、
三
月
二
十
一
日
に
「
炊
き
出
し
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

自
治
会
員
の
協
力
を
得
て
前
日
夕
方
よ
り
準
備
し
「
着
の
身
着
の
ま
ま
」
で
避
難

さ
れ
た
方
々
に
、
少
し
で
も
温
か
い
食
べ
物
を
お
出
し
し
、
心
の
不
安
を
少
し
で
も
癒

し
て
戴
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
、
「
豚
汁
・
ご
は
ん
」
を
お
出
し
し
ま
し
た
。
味
の
素
ス

タ
ジ
ア
ム
で
の
炊
き
出
し
は
、
飛
田
給
自
治
会
が
初
め
て
で
不
慣
れ
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
「
久
し
ぶ
り
に
温
か
い
も
の
を
食
べ

た
」
と
喜
ば
れ
、
何
か
元
気
を
お
互
い
に
戴
い

た
、
豚
汁
の
炊
き
出
し
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

避
難
さ
れ
た
方
々
の
話
を
開
け
ば
開
く
程
、

地
震
・
津
波
の
恐
ろ
し
さ
、
自
然
の
力
の
大

き
さ
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
一
日
で
も
早

く
地
域
の
状
況
を
し
っ
か
り
調
査
・
研
究
し
、

自
治
会
を
中
心
と
し
て
実
情
に
応
じ
た
対

策
を
模
索
し
な
が
ら
、
「
安
全
・
安
心
の
町

作
り
、
お
互
い
助
け
合
う
町
の
構
築
」
に
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

転
ば
ぬ
先
の
杖
！
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定期総会、全案件承認される！

六
月
十
八
日
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
の

方
へ
の
黙
祷
か
ら
、
定

期
線
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
避
難
所
生
活
の

大
変
さ
が
、
想
像
さ
れ

ま
す
。大久
保
会
長
か
ら
、

東
日
本
大
震
災
へ
の
義

援
金
が
会
員
自
治
会
の

ご
尽
力
で
予
想
を
大
幅

に
上
回
る
額
に
逢
し
た

事
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

「
市
民
大
集
会
」
　
が
成

功
裏
に
終
了
し
た
事
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
十
五
日
　
「
味
ス

タ
感
謝
祭
」
　
は
、
好
天

に
恵
ま
れ
大
勢
の
方
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。
多

く
の
方
は
、
ス
タ
ジ
ア

ム
内
外
に
出
店
し
た
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
お

目
当
て
の
よ
う
で
、
大

変
な
賑
わ
い
で
し
た
。

当
会
が
出
店
し
た
二

階
正
面
脇
テ
ン
ト
で
の

生
ビ
ー
ル
販
売
も
、
並

ん
で
出
店
し
て
い
る
団

体
と
同
様
、
開
会
と
同

時
に
客
足
が
途
絶
え
る

こ
と
な
く
、
多
く
の
方

に
お
立
ち
寄
り
戴
き
版

や
か
な
一
時
で
し
た
。

「味スタ感謝祭」に参加！企画・事業推進委員会

市
民
大
集
会
の
内
容
は
、
前
半
・
後
半

に
分
け
、
前
半
を
当
会
の
日
頃
の
活
動

等
を
P
R
す
る
機
会
と
し
、
会
長
挨
拶

と
役
員
の
紹
介
、
来
賓
挨
拶
と
来
賓
紹

介
を
致
し
ま
し
た
。
後
半
は
、
深
大
寺
住

職
に
よ
る
講
演
と
、
能
楽
師
山
中
返
品

氏
に
よ
る
能
楽
鑑
質
と
致
し
ま
し
た
。

保
夫
寺
住
職
の
張
堂
完
俊
氏
に
よ
る

講
演
で
は
、
「
人
と
人
と
の
縁
」
と
超
し

て
深
大
寺
を
中
心
と
し
た
歴
史
や
、
地

域
社
会
と
の
関
わ
り
等
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
話
さ
れ
、
客
席
の
方
々
も
一
緒
に
領

く
な
ど
興
味
深
い
講
演
で
し
た
。

続
い
て
、
能
楽
師
山
中
返
品
氏
に
よ
る

「
能
の
あ
る
空
間
」
、
「
知
っ
て
、
見
て
楽

し
む
能
楽
」
と
題
し
て
、
能
に
対
す
る
解

説
が
あ
り
、
続
い
て
同
氏
が
指
導
す
る

深
大
寺
地
区
を
中
心
と
し
た
幼
稚
園
児

か
ら
小
学
生
の
演
ず
る
「
薪
能
」
が
披

「市民大集会」千百人が集う企画・事業推進委員会

蕗
さ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
、
和
装

で
舞
う
愛
ら
し
さ
に
会
場
は
大
拍
手
で

し
た
。
演
技
の
合
問
に
は
、
能
に
関
す
る
レ

ク
チ
ャ
ー
も
あ
り
、
興
味
・
関
心
を
深
め

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
最
後
は
、
山
中

近
晶
氏
に
よ
る
正
装
で
の
能
楽
「
羽
衣
」

を
舞
っ
て
戴
き
ま
し
た
。
能
面
を
付
け

て
、
純
白
の
衣
装
で
舞
う
姿
は
、
物
語
の

羽
衣
を
連
想
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
舞
で
、

会
場
を
魅
了
致
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
市
民
千
百
人
が
集
う
大
集

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
、
出
来
ま
し
た
。

一
月
の
厳
寒
期
の
開
催
で
し
た
が
、
ご
出

席
戴
き
ま
し
た
市
民
の
方
々
に
は
改
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
、
報
告
と
致
し

ま
す
。
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企
画
・

事
業
推
進
委
員
会

委
員
長

矢
田
部
　
正
照

■
地
域
自
治
会
と
の
連
携
を
強
化

平
成
二
十
三
年
度
は
、
継
続
事
業
と
新

規
事
業
合
わ
せ
、
次
の
五
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

て
味
ス
タ
感
謝
祭
へ
の
参
加

五
月
十
五
日
開
催

二
．
調
布
飛
行
場
祭
り
へ
の
参
加

十
月
下
旬
開
催
。
味
ス
タ
感
謝
祭
と

共
に
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
自
治
連

協
の
活
動
を
広
く
市
民
に
P
R
す

る
機
会
と
し
て
継
続
参
加
す
る
。

三
．
地
域
懇
談
会
の
開
催

加
盟
自
治
会
の
方
々
と
の
懇
談
を

通
じ
て
自
治
会
の
抱
え
る
諸
問
題
に

つ
い
て
協
議
す
る
。

四
．
研
修
会
の
実
施

十
一
月
、
近
隣
都
市
の
自
治
会
を
見

学
し
、
当
会
活
動
の
参
考
と
す
る
。

五
．
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

九
月
、
加
盟
自
治
会
を
対
象
に
実
施

し
、
地
域
自
治
会
の
抱
え
る
問
題
課

題
や
諸
問
題
に
つ
い
て
把
捉
し
当
会

活
動
の
参
考
と
す
る
。

総
務
委
員
会

委
員
長

荒
井
　
清
勝

■
更
な
る
基
礎
固
め
の
年
！
・

「
真
に
魅
力
あ
る
自
治
連
協
の
実
現
」

の
た
め
に
、
従
来
の
仕
事
の
進
め
方
や

決
め
事
を
基
本
か
ら
見
直
す
事
と
し
た

い
。
ま
た
、
委
員
会
全
体
と
し
て
十
分

論
議
を
尽
く
し
て
、
諸
事
を
進
め
た
い
。

一
．
共
通
課
題
へ
の
碇
言
ま
と
め

年
会
費
完
収
、
加
盟
促
進
策
の
提
案

（
特
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
）

二
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
発
・
公
開

若
年
層
及
び
他
関
連
機
関
へ
の
広
報

手
段
と
し
て
活
用
す
る
。
従
来
、
自

治
連
協
の
詳
細
情
報
を
広
報
す
る
手

段
が
な
か
っ
た
た
め
活
用
す
る
。

三
．
広
報
紙
の
発
行

年
間
二
回
発
行
。
自
治
連
協
の
基
本

的
な
活
動
の
広
報
を
図
る

四
．
諸
裁
定
の
整
備

慣
例
的
な
諸
事
を
明
確
に
規
定
し
、

透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
合
理

性
も
追
及
し
た
い
。

安
全
委
員
会

委
員
長

伊
藤
　
陽
介

■
東
日
本
大
震
災
が
残
し
た
も
の

三
二
一
東
日
本
大
震
災
は
、
福
島
第

一
原
発
関
連
を
含
め
、
未
曽
有
の
犠
牲

者
と
被
災
者
・
避
難
者
を
生
み
、
物
的

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
改
め
て
お

悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
早

期
の
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

こ
の
大
震
災
は
、
「
安
全
」
　
「
生
活

の
質
」
　
「
生
活
の
あ
り
よ
う
」
等
根
本

的
な
問
題
を
私
た
ち
に
投
げ
か
け
て
い

ま
す
。
国
民
の
幅
広
い
議
論
と
合
意
形

成
が
、
必
要
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

自
治
連
協
で
は
、
今
年
も
地
域
限
定

型
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
た
め
関
係
先

と
予
備
折
衝
中
で
す
。

訓
練
内
容
は
、
昨
年
の
布
田
小
学
校

に
お
け
る
実
頴
や
今
回
の
大
震
災
の
実

情
に
学
ん
で
改
善
し
、
市
民
の
防
災
や

安
全
意
識
の
高
ま
り
に
応
え
る
考
え
で

す
。
■
安
全
な
街
づ
く
り
に
寄
与

防
災
訓
練
は
、
近
隣
の
方
々
と
の
結
び

つ
き
を
強
め
、
災
害
に
備
え
る
上
で
極

め
て
効
果
的
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

盆
福
祉
委
員
会
委
員
姦

清
水
　
正
巳

■
支
え
合
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

住
民
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

心
し
て
生
活
を
継
続
す
る
た
め
の
　
「
支

え
合
い
の
仕
組
み
作
り
」
　
に
注
力
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
効
果
的
な
情
報
共

有
は
必
須
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
研
修
な
ど
も
計
画
す
る
予
定
で

す
。私
た
ち
は
、
い
つ
助
け
ら
れ
る
側
に

回
る
か
分
か
ら
な
い
。
自
ら
の
情
報
を

あ
る
程
度
オ
ー
プ
ン
に
し
な
い
と
　
「
助

け
て
ー
」
と
言
い
合
え
る
繋
が
り
は
、

で
き
な
い
！
近
隣
関
係
の
希
薄
化
の
中
、

地
域
住
民
の
繋
が
り
を
再
構
築
す
る
な

ど
の
地
域
福
祉
の
新
し
い
役
割
が
出
て

来
て
い
る
。

●
本
年
度
の
重
点
目
標

一
．
小
地
域
交
流
事
業
（
社
会
福
祉
協

議
会
）
　
へ
の
後
援
参
加

二
．
調
布
市
福
祉
ま
つ
り
へ
の
継
続
参

n
日
日・

福
祉
活
動
資
金
の
増
強

・
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
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小雪ちらつくガレキの仙台・多賀城帝へ

ボランティア支援された狩野さんご夫妻

自
分
の
思
い
出
の
品
・
大
切
な
宝
物
の

ラ
ン
ド
セ
ル
を
、
災
害
地
の
子
供
た
ち
の
た

め
と
、
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
け
て
提
供

し
て
就
き
ま
し
た
。

絆
を
頼
っ
て
瓦
礫
の
中
へ

東
つ
つ
じ
が
丘
三
丁
目
自
治
会
の
狩
野

さ
ん
ご
夫
妻
は
、
仙
台
・
多
賀
城
市
に
住
む

方
の
安
否
が
確
認
で
き
ず
、
電
話
を
掛
け

続
け
る
こ
と
4
日
目
に
よ
う
や
く
通
じ
「
家

は
、
高
台
に
有
っ
た
の
で
全
員
無
事
！
」
と

判
明
。
現
地
は
、
四
月
上
旬
に
も
拘
ら
ず

小
雪
が
ち
ら
つ
く
天
候
の
た
め
、
救
援
物

資
の
要
望
を
開
く
と
、
食
料
に
次
ぎ
オ
ー

バ
ー
等
の
防
寒
具
が
必
要
と
の
事
で
し
た
。

二
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
増
車
し

災
害
救
援
車
と
し
て
多
賀
城
市
へ

災
害
緊
急
車
両
用
に
切
り
開
い
た
瓦

礫
の
中
の
仮
設
道
路
を
進
み
現
地
入
り

し
た
が
、
「
わ
が
人
生
最
大
の
未
体
験
被

災
現
場
を
前
に
、
驚
き
と
シ
ョ
ッ
ク
で
言
葉

に
な
ら
ず
ー
」
（
狩
野
夫
妻
の
吾
桑
）
。

の
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
行
動
力
で
、
持

参
し
た
物
資
は
、
即
要
望
さ
れ
た
避
難
所

に
配
送
し
、
お
手
伝
い
も
で
き
ま
し
た
。
調

布
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
、
熱
い
感
謝
の
言
葉

と
、
勇
気
と
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。
自
然

災
害
に
怯
ま
ず
着
々
と
復
興
へ
の
挑
戦
を
、

肌
で
感
じ
た
事
等
を
反
射
し
な
が
ら
深

夜
帰
郷
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
地
域
の
皆
様
に
は
多
数
の
支
援

物
資
を
御
協
力
頂
き
心
か
ら
お
札
申
し

上
げ
ま
す
。（
取
材
‥
小
島
総
務
副
委
員
長
）

ご
希
望
支
援
物
資
の
調
達
へ

水
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
長
靴
、
ス

コ
ッ
プ
、
大
型
バ
ー
ル
、
紙
オ
ム
ツ
、
等
多
種

に
渡
る
支
援
物
資
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た

が
、
既
に
店
頭
に
は
物
が
な
く
、
家
族
・
知

人
総
出
で
か
き
集
め
ま
し
た
。

復
興
に
向
け
で
の
ご
近
所
の
絆
力

被
災
者
の
方
は
、
避
難
所
生
活
を
し
な

が
ら
地
域
の
区
長
さ
ん
が
中
心
に
な
り
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
、
家
の
片
づ
け
等
々
、

復
興
に
向
け
て
力
を
合
わ
せ
て
い
る
姿
を

見
て
「
地
域
の
カ
」
に
関
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
と
の
事
で
し
た
。

特
に
、
今
回
の
支
援
物
資
の
中
に
復
興

用
具
が
含
ま
れ
て
い
た
事
の
意
味
が
理
解

で
き
ま
し
た
。

涙
の
出
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り

ラ
ン
ド
セ
ル
七
十
個
集
ま
る
！

現
地
の
元
気
と
底
力
を
頂
き
岐
胞
へ

行
方
不
明
者
が
多
数
発
生
。
ほ
と
ん
ど

の
家
屋
が
倒
壊
。
行
政
は
、
機
能
喪
失
。
支

援
物
資
は
、
県
レ
ベ
ル
ま
で
に
は
届
い
て
も

現
地
へ
の
配
送
に
手
を
焼
い
て
い
る
。
被
災

者
の
欲
し
い
も
の
が
な
い
ー
・
し
か
し
、
地
域

多
賀
城
、
塩
釜
付
近

四
日
目
日
敬
称
略

調
布
市
社
会
福
祉
協
議
会

東
京
都
共
同
募
金
会
調
布
地
区
協
力
会

調
布
交
通
安
全
協
会

調
布
地
区
防
犯
協
会

調
布
災
害
防
止
協
会

高
津
装
飾
美
術
株

棒
大
寺
　
　
・
林
　
建
設
株

共
進
倉
庫
株
　
・
斉
藤
倉
庫
株

永
易
運
輸
株
・
研
栢
会
山
田
病
院

橋
本
石
材
株
　
・
株
ウ
ィ
ー
ド

昭
和
信
用
金
庫
多
摩
川
支
店

有
薩
南
温
調
　
・
シ
マ
ダ
ハ
ウ
ス
株

京
王
建
設
株
　
　
∴
京
王
バ
ス
東
棟

株
レ
ス
ト
ラ
ン
京
王

緑
ヶ
丘
一
丁
目
自
治
会

緑
ヶ
丘
二
丁
目
自
治
会

緑
ヶ
丘
西
部
自
治
会

緑
ヶ
丘
自
治
会

西
つ
つ
じ
ヶ
丘
第
四
白
油
会

仙
川
緑
ヶ
丘
若
葉
町
親
和
会
自
治
会

深
大
寺
元
町
一
丁
目
自
治
会

林
　
貞
夫
　
・
増
岡
　
源
吾

矢

田

部

新

一

・

川

手

一

郎

恩
田
　
串
司
　
二
光
木
　
輝
昌

藤
橋
　
道
夫
　
・
川
原
　
主
計

山
崎
彦
二
郎
・
平
林
　
伸
作

大
久
保
正
二

温
付
い
ご
支
韓
に
轟
鴨
！


